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平成26年度「海外留学派遣プログラム開発支援事業」申請書
平成２６年　４月　○日　
海外留学派遣プログラム開発支援事業について、次のとおり助成金の交付を申請します。

EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ふりがな),申請プログラム名)：グローバルマインドをEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(み),身)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(つ),付)けよう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

該当政策分野（複数可）：４．市民生活とコミュニティ　１２．国際化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１.申請者概要

	所属・職位
	京都コンソーシアム大学社会学部地域研究室・教授

	EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 10(ふりがな),氏名)
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こんそ),昆素)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じろう),次郎)

	住所

（※審査結果の連絡先）
	〒600-8216
京都市下京区西洞院塩小路下ルキャンパスプラザ京都


	電話番号

（※審査結果の連絡先）
	075-353-****
	FAX番号
	075-353-****

	E-Mail

(※審査結果の連絡先)
	consojiro@***.or.jp


２．経理担当者概要
※教員あるいは職員が担当してください。

	所属・職位
	京都コンソーシアム大学社会学部事務部・職員

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふりがな),氏名)
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(きょうと),京都)　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はなこ),花子)

	住所

（※１.申請者と違う場合のみ記載）
	〒

	電話番号
	075-353-****
	FAX番号
	075-353-****

	E-Mail
	kyotohanako@***.or.jp


３.プログラム概要

	参加者
見込み人数
	10
	前回実施時期、参加人数※既存プログラムを改変実施の場合

	該当なし

	実施主体の主な活動内容について
	地域コミュニティにおける多文化共生をテーマに調査・研究を行っている。

	派遣先

国名、都市名、大学名等
	オーストラリアビクトリア州メルボルン　メルボルン大学

	実施スケジュールと活動内容

	＜事前学習　京都市における「多文化共生」と「市民生活・コミュニティ」の現状及び課題＞
2014/8/24 および9/8　移動日

2014/8/25　メルボルン着ホームステイへ

2014/8/26　メルボルン大学にてオリエンテーション

2014/8/27-9/6　プログラム期間

2014/9/7　　自由

＜事後学習　京都市への提言レポート・ＨＰ掲載資料作成　など＞

	
	
	午前
	午後

	
	2014/8/26


	オリエンテーション
	英語

	
	2014/8/27
	英語（午後のクラスのキーワード等）
	グローバル化についてのレクチャーを受講



	
	2014/8/28
	英語（午後のクラスのキーワード等）
	グローバル化についてのレクチャーを受講



	
	2014/8/29
	英語（午後のクラスのキーワード等）
	グローバル化についてのレクチャーを受講



	
	2014/8/30
	英語（午後のクラスのキーワード等）
	グローバル化についてのレクチャーを受講



	
	2014/8/31
	休み
	休み

	
	2014/9/1
	ゲストスピーク（行政担当者）
	多文化共生と市民生活・コミュニティについてのレクチャー受講

	
	2014/9/2
	多文化共生と市民生活・コミュニティについて京都市の状況との比較検討
	多文化共生をテーマに、京都市の地域コミュニティにおける問題点をディスカッションする

	
	2014/9/3
	メルボルン大学の学生と文化比較を交えディスカッション
	メルボルン大学の学生との交流会

	
	2014/9/4
	京都市で実施したいアクションプランをグループで作成

	
	2014/9/5
	グループ発表／プログラム総括

	
	2014/9/6
	修了式
	自由

	
	2014/9/7
	自由日

	目的

※教育的意義の視点も取り入れて記述のこと
	このプログラムでは、近年よく聞かれる「グローバル化」や「グローバル人材」について参加学生の理解を深めることを想定している。多民族・多文化が混在するオーストラリアは、全人口の２０％が移民で２００以上の国の人々が共存している国家である。このような文化的、歴史的背景を持つ国でグローバル化、多文化共生を肌で感じ、また多様な人種が共生していくためにどのような工夫を行ってきたのかを、現地の学生との交流等をまじえて学ぶ。このプログラムにおいてはグローバル人材に必要とされるリージョナル、ローカル、グローバルを統合して物事を考えることができる要素を身に付けることが期待される。

	京都市域活性化とのかかわり


	今後外国籍人口のますますの流入が考えられる中、市民の多文化共生への理解を促す啓発活動等は重要である。こうした中で、とくに若者への教育、さらには多文化共生を推進する各となる役割を果たす人材の育成は重要となる。入門編となる当プログラムでは前半は講義の聴講が主となるが、後半にはそこから発展させて、学生自身を取り巻く環境や日本との比較を行い、身近な例として京都市の地域コミュニティでの多文化共生と関連する問題点をあぶり出し、実際にどんなアクションを起こすことができるのか討論しグループで発表させる。また、事前には京都市の現状について学ぶ事前学習の機会を設ける。

	実施体制

※体制、安全の担保方法等について
	全員を旅行保険に加入させるとともに、旅行時の安全管理についてのレクチャーを行う。現地では夜間の外出や自由行動について制限を設ける。

	予算案

※各費目については可能な範囲で積算根拠を明示してください。（見積添付等）
	事業経費


	
	経費区分
	支出予定額
	支出予定額の内訳

	
	旅費交通費

旅費交通費

賃借料

	250,000円

30,000円

20,000円


	オーストラリア‐日本の往復航空券（プログラム開発目的出張１名）

オーストラリアでの宿泊費

打ち合わせ時の会議室使用料



	
	合計
	300,000円
	

	申請額
	（300,000）円　


注：合計金額は30万円を超えても良いですが、支援金額は30万円以上になることはありませんのでご了承下さい。
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